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★指導のポイント 

 各種ツールの使い方や検索した

資料を、今後の探究基礎での学

習活動で活用するよう促す。 

 探究学習において参考文献の記

入が必須である事を伝え、書誌

情報の探し方や記録の必要性を

知らせる。 

 統計資料集の有効性についても

簡単にふれておく。 

 PC のアクセス状況など機器類

のチェックと不具合への対応を

準備しておく。 

 

 

● 学校司書と司書教諭は、教科担当教員と今回学

習するリサーチのためのスキルについて打ち

合わせ、ガイダンス資料と書誌情報を記録する

ワークシートの作成、使用する統計資料集の準

備を行う。 

● 学校司書は、生徒の活動を T2 として支援する。 

● 学校司書は、PC の事前の準備と機器チェック

を行っておく。 

高校 1 年 探究基礎  

「 資料検索 」 

資料の活用 

インターネットを使った資料の探し方 

① 教科担当教員が授業の目的について説明する 

② 学校司書が、「OPAC・新聞記事データベー

ス・論文検索サイトへのアクセス方法・使い

方」「ツールごとの書誌情報の見方と記録方

法」「目次・索引の使い方」「奥付と書誌情報

の記録方法」についてのガイダンスを行う。 

③ 教科担当教員が、演習 1（各種機能を使い各

班のテーマに関連する資料を探し、書誌情報

を記録）演習 2（統計資料集の中から目次・

索引を使って項目を探し、奥付から書誌情報

を記録）について説明する。 

④ 生徒は PC と統計資料を使って、資料や書誌情

報を探し、ワークシートに記入する。 

～本・新聞記事・論文を探すには～ 

ねらい 

○図書館 OPAC・新聞記事データベース・論文検索サイトを使い、課題 

に合わせて資料を探すとともに、書誌情報を記録することができる。 

○目次・索引を使い、情報を探すことができるとともに、奥付を使って 

書誌情報を記録することができる。 

資料 

「学びの技 １４歳からの探究・論文・プレゼンテーション」後藤芳文・伊藤史織・

登本洋子著（玉川大学出版部） 

「学生のレポート・論文作成トレーニング」桑田てるみ編（実教出版） 
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